
　JISに規定されるPCまくらぎを対象とし，PCまくらぎ
の設計において決定要因となるレール継目部と車輪フラッ
トに起因する衝撃荷重のうち，現象解明が不十分なレール
継目部で生じる衝撃荷重を取り上げ，多チャンネル高速サ
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接した6号PCまくらぎは一般部の6号PCまくらぎに比べ
て最大で2.7倍程度の曲げモーメントが生じることを明ら
かにするとともに，数値解析により，発生曲げモーメント
に対して最も影響の大きいパラメータはPCまくらぎの支
持状態であること，発生曲げモーメントに関するレール継
目の影響範囲はレール継目部から概ね4m程度であること
などを明らかにしました。

ンプリングによる測定システムや
数値解析を用いて，PCまくらぎ
の動的応答性状に関する各種パラ
メータの影響評価を実施しました。
　現地試験により，列車通過時の
レール継目用PCまくらぎは一般
部の6号PCまくらぎに比べて最
大で4倍程度，レール継目部に隣
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継目用まくらぎ（継目1）
継目用まくらぎ（継目2）
6号まくらぎA（継目部隣接）
6号まくらぎB（継目部から2本目）
6号まくらぎC（一般部）
6号まくらぎD（一般部）
解析継目1_50%乗車
解析継目1_空車
解析6号D_50%乗車

■設計限界値
継目用=10.8kNm
6号=10.0kNm


